
2019年1月期　12月度 月次業績動向（単体）（2018年11月21日~2018年12月20日）

会社名　ピープル株式会社 上場取引所： 東証JASDAQ　　　　
（https://www.people-kk.co.jp/） コード： 7865　　　　　　　　　

代表者名　取締役兼代表執行役　小暮雅子 ＴＥL：　 03-3862-2768　　　

問合せ先： IR担当　飛田留美子
(単体業績）

科目

2018年1月期 2019年1月期 17/1/21～ 2018/1/21～ 注）前年 16/12/21～ 　前年

12月度 12月度 17/12/20 2018/12/20 同期間比 17/12/20 同期間比

売上高 479,169 512,482 4,001,222 3,976,730 99.4% 4,239,656 100.0% 
営業利益 117,154 116,856 485,196 522,336 107.7% 469,707 108.4% 
経常利益 117,278 117,148 487,026 524,157 107.6% 475,754 104.1% 
税引前利益 117,278 117,148 487,320 524,157 107.6% 464,260 97.3% 

流動資産 2,324,805 2,342,098
固定資産 221,361 199,971
流動負債 400,030 370,728
固定負債 - -
純資産 2,146,137 2,171,340
総資産 2,546,166 2,542,069

商品別売上高

商品カテゴリー名 2018年1月期 2019年1月期 2018/1/21～ 当期間 16/12/21～ 当期間

12月度 12月度 2018/12/20 構成比 17/12/20 構成比

乳児・知育玩具 244,808 217,439          217,439    1,319,153      33.1% 1,417,810      32.9% 

女児玩具 92,728 84,017            84,017      455,977         11.5% 634,629         11.4% 

遊具・乗り物 53,128 57,439            57,439      472,674         11.9% 514,183         11.5% 

海外販売、その他 88,505 153,587          154,919    1,733,516      43.5% 1,673,034      44.2% 

合計 479,169 512,482          513,814    3,981,320      100.0% 4,239,656      100.0% 

12月度新発売およびリニューアル商品

　　当月はありません。
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期初からの累積（連結） 過去12ヶ月累積期間の対比（単体）

2019年1月期 2017/12/21～

12月度 2018/12/20

月次の対比（単体） 当月（連結）

99.9% 495,205
99.9% 451,654

100.7%  注）単体業績における対前年同期間比につきましては、前41期末に一括計上した米国子会社
　　 株式の減損を四半期毎に平均化して補正し、比較しております。90.3%
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-

101.2%
99.8%

同月比 2018/12/20

107.0% 4,238,975
99.7% 508,960

月次の対比（単体） 期初からの累積の対比(単体） 過去12ヶ月累積期間の対比（単体）

前年 2017/12/21～

＊ 2019年１月期通期 連結 業績予想
（2018年12月3日発表）

・売上高： 41億51百万円

・営業利益： 4億21百万円

・経常利益： 4億10百万円

・親会社株主に帰属する四半期純利益：2 億72百万円

2019年1月11日

当12月度は、海外販売が計画通り前年同月を大きく超えて出荷された為、連結売上高は5億14百万円となりました。
(月次の前年同月比は単体実績をご参考下さい)

しかし国内販売においては、当12月度(11月21日以降の出荷)に入り、玩具市場全般に販売店の実需要が前年に届か
ない状況が続きました。クリスマス商戦は例年以上に不透明さを増し、全体の実需の鈍い動きに連動し当月の出荷依

頼は鈍化しました。特に市場全般に苦戦している女児ホビーや抱き人形等は、当社の12月度では女児カテゴリー売上
に影響しています。玩具のクリスマス商戦はピークとなる12月22日（土）～24日（月）の3連休に向かい超短期集中
型商戦となり、当社の翌1月度は年明けの補充状況が見えてくるまで不透明です。一方自転車部門では、前月11月度
に好調で欠品した「ケッターサイクル」の入荷に伴い当月売上に貢献しました。

注）注）

注）

上記表の実績数値につきましては、親会社単体の業績動向を前期比較にて

表示しております。


